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タンザニア北部における呪術師の勢力 と地縁集団

口頭伝承を中心に

和 田 正 平*

Power　 Struggles and Territorial Groupings of Medicine

Men in Northern Tanzania

Shohei WADA

Over a six-month period during 1971～1972, I was

able to revisit Hanang District in northern Tanza-

nia and carry out an extensive survey in order to

compare the Iraqw with the surrounding tribes,

particularly the Gorowa (Southern Cushitic),the

Datoga(Nilotic),the Mbugwe(Bantu).As result

of this field work,for the purpose of understanding

contemporary African tribes,it has been found

necessary to throw light on their past.Generally

speaking,the history of the Southern Cushities,

Nitotes,and other related groups,has been recons-・

tructed mainly from archaeology and linguistics,

with the utilization of oral history hitherto largely

neglected.

The purpose of this paper,therefore,is to illustrate

the process of tribal expansion and mixing through

the medicine men,s struggle for power,by using

oral tradition as a useful too1.According to

traditions,I think there are four historical stages

of expansion of Southern Cushities as follows.

first stage:Integrated as Southern Cushities,

locadng in the vicinity of Kolldoa-Irangi.

second stage:divided into four tribes(Iraqw,

Gorowa,Burunge,Alawa)at the foot of Mt.

Hanang.

....The Datoga attacked them.....

third stage:confined to an extremely restricted

region(forexample,Mamaisara for the Iraqw,

or Gallapo for the Gorowa)

*静 岡 女 子 大 学

。...The Masai cattle raids occured frequent-

ly

fourth stage:extened to the neighbouring land

occupied by the pastoral peoples.

....German rule was established....

In each stage,peoples have been territorially

organized and politically ruled,through the relation

of the giving and receiving of medicines with

various rituals,by foreign medicine men-the

Datoga,the Isanzu,the Irangi-except in first

stage.It is mostremarkable,in the third stage,

that a rainmaker of Isanzu origin was welcomed

into the Iraqw and Gorowa also.The clans known

as Manda Hay Irqa or Manda Hay Bayo and

Haryambi in the Gorowa althouth originally from

the same area and having the same ancesters,have

gradually widened the spheres of their influence

with the expansion of these cushitic peoples.The

process went on throughout the German period and

continued under the British colonial administration.

Expansion areas of the Iraqw had,by about 1900,

included nearly the entire Dongobeshi area regarded

as　being　 primarily　 the　 country　 of　the　 Gisamijanga

(subtribe　 of　 the　 Datoga)and　 perhaps　 by　 1920　 had

reached　 to　 the　 Barabaiga region(the most terri-

torially defined subtribe of the Datoga)in the

vicinity of Mt.Hanang. These settlers have

established regional compound communities together

with the Datoga,and have vital common interests.

More important,the peripheral Iraqw has begun

to be linked with foreign medicine men-Geragendo
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Gidamowsa of the Datoga,Muna Sora of the

Gorowa‐both organizationally and ritually, due to

the background of social in teraction.The social

character of medicine men has been steadily

changing,though the peak of ritual leadership has

been based on tribal bonds,in northern Tanzania.
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は じ め に

筆者は,1971年9月 より翌年3月 まで約6カ

月間にわた り,東 京外国語大学 アジア,ア フリカ

言語文化研究所のアフリカ大サバ ンナ学術調査隊

に参加 し*,三 たび,タ ンザニア北部を訪問す る機

会にめぐまれた.今 回は,か ねかね継続 してきた

Iraqw族 の調査を基礎に して,隣 接するGorowa

族 の領域にも足を踏み入れ,extensiveな 比較調

査を こころみることにした,両 部族は,言 語学的

には ともにSouthern Cushiticに 属し,日 常の

基本的語彙はほ とんど共通であ り1),部 族は異な

ってい るが,媒 介語を用いな くとも意志の疎通が

可能である.ま た,同 じく半農半牧型の生産様式

を採用 してお り,文 化的にも高い類似性を示 して

いる.

それ故,一 般に,Iraqw族 とGorowa族 は部族

的起源を一つにしているといわれてきたが,し か

し,本 格的な人類学調査 に よって 両者 の 類縁関

係が 実証 されたわけではない.言 語学的 に は,

Whiteley,W.H.に よ っ て,タ ン ザ ニ アの

Cushite系 四部族の比較研究が行なわれ,精 緻な

分析結果が報告 されてい るが2),そ れは,Cushite

系部族の歴史的諸関係を暗示す るだけに とどまっ

ている.筆 者 もまた,主 として,機 能主義的な現

実分析を中心に,調 査を続行 してきたが,現 存す

る部族を理解す るためには,過 去を明らかにして

お く必要があり,人 類学的な立場か ら北部 タンザ

ニアの諸部族を中心に通次的接近を こころみ るこ

とにしたのである.

しかしなが ら,文 字に よる記録を残 さなかった

部族社会では,歴 史の探索は聞きこみ調査に よっ

て採集 した口頭伝承が中心的な歴史資料になる.

タソザニア北部の諸部族は,ド イツ植民地統治が

開始され るまでは,ア ラブ人の記録や文献にほ と

んど登場す ることはなかったし,ま た,白 人探険

家と接触 したとい う記録 も残 されていない.そ れ

は,18世 紀から19世 紀にかけて 一帯は,広 大

なMasai族 の領域が防壁になって,ア ラブ奴隷

商人の隊商路からはず され てお り,沿 岸地帯 と断

絶 していた ことが3）,原 因の一つであると考え ら

れ るが,ま た,当 時,Cushite系 部族 もNilotes

のDataga族(Barabaiga支 族)も 占有領域が狭

く,閉 鎖的な生活を維持 していたことも作用 して

ドイツ内陸経営直前 までほとん ど,白 人社会に知

られ ることがなかったか らである.し たがって,

タンザニア北部に居住する諸部族 の植民地化以前

の歴史は,口 頭伝承だけが唯一の手がか りとして,

推論す るより方法がない.し かしなが ら,口 頭伝

承を歴史資料 としてとり扱 うことに関 しては,多

くの異論が予想 され る.こ のことについては,川

*こ の 調 査 は
,昭 和46年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 に よる

もの で,隊 長 は 富 川 盛 道 教 授 で あ っ た.
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田順造氏が 「無文字社会の歴史」4)において 詳細

に論ぜ られているので,筆 者が じょう舌を加える

ことは無意味であ り,避 けることに した い.た

だ,口 頭伝承が直 ちに,歴 史的事実 と結びつ くわ

けではないに しろ,綿 々と受けつがれ,語 りつが

れてきた部族の歴史を,口 頭であるとい う理由で

全面的に否定す る根拠にもない と筆者は考えてい

る.も し,歴 史的に接触 した,い くつかの部族を

調査 し,相 互に関連 した 口頭伝承を照合し,歴 史

の筋にかけ ることができるな ら,口 頭伝承も文献

資料や遺跡,発 掘物 などと同等に考慮 され るべき

資料的価値をもってお り,部 族社会の過去を考察

す る場合の最 も重要な歴史資料の一つであ ると考

え られ る.

この小論は,こ の ような立場から,タ ンザニア

北部において,南 部Cushite系 諸部族が歴史的

にいかに分裂 し,そ の後,ど のように領域を拡大

してきたかとい うことを,呪 術師の系譜を中心に

考察 し,現 在,相 互に接触 しているNilote系 牧

畜民Datoga族,Bantu系 農耕民Mbugwe族

などとの歴史的因果関係を明らかにしようとここ

ろみたものである.採 録 された口頭伝承は,ま だ

充分 とはいえないが,あ えて中間報告 としてまと

めることにしたのは,部 族社会に共通 してみ られ

る呪術師に注 目し,そ の存在を媒介にして過去を

知 ることが,今 後タンザニアの地域研究に重要な

示唆を与えることになると考えたか らである.

Ⅰ　 南 部Cushite系 部 族 の 神 話 時 代

1.南 部Cushite系 部族 の成立

さて,南 部Cushite系 に属す る諸部 族には,

Iraqw族,Gorowa族 のほ かに,タ ンザ ニア北

部 か ら中部 にかけ て居 住 してい るBurungi族,

Alawa族,そ れ にNgamvi族 な どが 含まれ,ま

た,マ サ イ ・ス テ ップに住 むAsa-Aramarikも

Cushiteに つ なが りを もってお り,こ れ らの諸部

族 は,言 語 学的 にはRift Clusterと して 一括 さ

れ てい る5).タン ザ ニア東北 部(Usambara)の

Mbugu族 や,ケ ニ ア東部(Tana)のSanye族

な ども南部Cushite語 系 にあげ る ことが で きる

が,現 在 では,RiftClusterの ようなま とま りが

な く,地 域的 に も孤立 してい る6）.

さて,言 語学 的分類を単純 に,部 族の歴史 に結

びつけて類 推す ることは もち論 危険 であ り,検 討

を要す るが,Cushite語 の源境が エチオ ピア高原

であ ることは異論 のない ところで あ り,そ こか ら

分裂 した 南部Cushite系 諸部族の祖先 は,大 地

溝帯 にそ って南下 し,東 アフ リカへ入 った とい う

ことも学界 の通説 と して認 め られ てい る.非 常 に

古い時代に原Cushite語 族 集団は,5つ の主要

な集団に分裂 したが,南 部Cushi系 の流れ は 直

線 的に東 ア フ リカに移動 し,お そ らく,3000年

か ら4000年 前 にすでに,ケ ニ ア高原に居住 しは

じめた と考 え られ てい る.Cushi系 部族 は人種 的

にはCaucasoidで あ り,NegroidやBushma

moidと は異 な った身体 的特徴や 文化 を もってい

たはずで あ るが,東 アフ リカに定着後,生 存 領 域

を拡大す る過 程で接触 した 周囲 のNegroidの 狩

猟民 とし ょじょに混 血を くりかえ し,現 在で は ほ

とん どCaucasoidの 痕跡 も認め られ な くな って

い る7.

しか しなが ら,考 古学 的な証拠に よる と,Rift

Valleysの 遺跡 か ら発掘 された人骨 は,Caucasoid

系 の特徴をそ なえてお り,遺 跡 はCushite人 の

残 した共 同埋葬地 と解釈 され てい る.Leakey夫

妻に よって 発掘 され た 有 名なNjoro river cave

も,石 器 時代に属す る多 くの墓地 の 一 つ で あ る

が,ケ ニア北 部か らタンザニア中部 にかけ て,こ

うしたCushite人 の遺跡 が多 くつ らな ってい る.

出土品 か ら判 断す る と,こ れ らのCushite人 は

農耕を行 ない,家 畜 を飼養 していた と推測 され,

きわめ て単純 ではあ るが,半 農半牧 的 生 産 様 式

を とっていた形跡が あ る.ま た 一連 の 発掘物 を

radio-carbon法(放 射性炭素)に よって年 代測

定す る と,紀 元前1000年 とい う結果が報告 され

てお り8,当 時,東 ア フ リカは,ま だほ とん どが

Negroid系 狩猟 採集民 の活躍 の舞台であ った が,

高原地 帯には,す でに数段高 い物質文化 を身に つ

けたCushite人 の集 落 も点在 していたのであ る.

さて,そ の後,南 部Cushite人 は周 囲に非常

に大 きな影響 を あたえて拡大 し,そ の 言語圏 は

Elgon山 の麓(ケ ニア ・ウガ ンダの国境)か ら



タ ンザニア北部における呪術師の勢力 と地縁集団 41

Rukawa湖(タ ンザニ ア南部)ま で,南 北 に 帯

状 に広が り,紀 元前す でに最 盛期 に達 した と考 え

られ てい る.し か し,不 思議 な ことに,Bantu系

諸部族 が南方(ザ ン ビア ・モザン ビー ク)か らタ

ンザ ニアへ進 入 を開始す る以前 に,Cushite語 の

勢力 は衰退に むかい,領 域は急速 に縮少にいた っ

た ので あ る.こ の ことは,Christpher　 Ehretが

指摘 す る よ うに9,紀 元後約1000年 間に起 った

東 ア フリカ史 上にお け る中心 的な問題 であ るが,

原 因は臆測 の域 を 出ず,謎 につつ まれ た ままであ

る.A・D1000年 までに,南 部Cushite系 の集

団は孤立的 な小集団 に分解 して しまい,そ の後,

タ ソザ ニアで は,Datoga祖 集 団 とRift・Cushite

系 及 びBantu系 諸 集団 の間 に,複 雑 な相互関係

が 生 じて くるので あ る.Datoga祖 集団は紀元後,

間 もな く集 団を分離 す る形勢に あ ったが,ま だ,

南 部Cushite系 集 団 とはほ とん ど接触 してお ら

ず,Kalenjin集 団の移動 時期に,よ うや く,タ

ンザ ニアにお い て相互 に境 界領域を もち,接 触す

る よ うにな った と考 え られ てい る10.す なわ ち,

1500年 ごろ,Kalenjinの 大 移動 が起 り,現 在 の

Nandi族,Pokot族 の地 を発端 として,急 速に

南下 し,ケ ニ ア中部 を通過 して南 は タ ンザニアの

Gogo族 の領域 に到着 してい る11).し か し,1700

年 ごろにな る と,Kalenjinの 勢 力 もお とろえを

み せ,一 部はRift・Cushiteに 同化 し,次 ぎにお

こった有名 なMasai族 の 移動に 席巻 され る.

Masai族 の領域 拡大 はKalenjinの 移動 の跡 に従

い,1800年 初頭 に はや は りGogo族 と接触 し,

ケ ニアか らタン ザ ニアに かけ ていわゆ るマサ イ ・

ラン ドを形 成す るこ とに な った.Masai族 に も

独 自の文 化が見 られたが,多 くはKalenjinの 文

化を継 承 し,Masai族 の語彙に はNandi語 系 か

らの借用語 が含 まれ てお り12),類 似性 の高い文化

を形成 したので あ る.

さて,こ れ まで は,言 語 学的及び考古学的資料

を基 礎 に して過去 を考 察 して きたが,Masai族 の

移動 開始以後 につい てはかな り口頭伝承が残 され

てお り,東 アフ リカの歴史 をひ もと く人 類学的 な

資料 を集収す ることが可能に な って くる.Jacobs

A.H.は1790年 代 まで 棚って,Masai族 の年

代記を作 成 してい るが,口 頭伝 承の年代 決定 にあ

た っては,年 令階梯(ageset)を 利用 しお り18),

また,Datoga族 を 調査 した富川 の報告 では,世

代(generation　 set)が 年代 決定 の 指標 に用 い ら

れ てい る14.年 代階梯 制を もた ないIraqw族 の

場 合は,や は り世代が年 代決定 の有 効な指標 に な

るが,世 代 は個人 の存命年数 に よって時間的 間隔

に かな り差を生 じ,か っ,一 夫多妻婚 に よって第

一夫人 の長子 の息 子た ち と第 四夫人 の長子 とが世

代が異 な ってい るに もかかわ らず,歴 史 的に は,

同年代 に生 きる とい う位層差 が しば しば あ らわ れ

て くる.つ ま り,世 代のみを た よ りに して 口頭伝

承の絶対年 代を推定す るこ とは,著 し く正 確性 を

失 な って くるこ とに もな りかね な い.そ こ で,

Iraqw族 の年代記 を 作成す る 場 合 は,世 代 間 に

生ず る時間差 を補正す るために,直 系,傍 系 を含

む クラン系統 図に よって総合的 に比較検 討す る必

要が あ り,そ の場合,関 係諸部族 の 口頭伝 承 と照

合す る ことがで きるな ら,な お一 層,客 観 性に近

づ け るこ とが可能に な る.

Iraqw族 には現在,60数 種 の ク ランが存 在す

るが,ク ラソの世代的系譜 をた どる と,せ い ぜい

200年 しか溯 ることはで きない.す なわ ち,ク ラ

ンの直系 出 自を溯 ってたずね る と,10世 代 前後

で クラソ創主に結 びつ くので あ る.し か も,ク ラ

ンの起源 はMasai族,Datoga族,Irangi族,

Isanzu族 な ど,そ の数 は多岐にわ た るが,Shashi

族を除 くと現在隣接 してい る部族 が大半で あ り,

Iraqw族 を起源 とす る クラン は5指 に 満 た な

い15.つ ま り現存 す るIraqw族 は,Nilote系 ・

Bantu系 諸部族 との混血 に よる 複合部 族で あ る.

南部Cushite系 の末裔 が 部族的核 にな ってい る

が,人 種的に はむ しろNegroidに 大 き く 傾斜 し

てお り,外 見上 はほ とん ど見分 けがつ かない.口

頭伝承 もCaucasoidに 由来す る神 話 の類 は,ま

った く消滅 し,か つ て,中 部 タ ンザ ニアにお い て

Rift　 Cushite語 諸部族が集 団的存 在 してい た と

い うことを微 かに伝 えてい るのみで あ る.口 頭伝

承に よって,Iraqw族 の歴史時 代を 設定 す ると

すれ ば,年 代決定が あ る 程度可能 な,Masai族

との接触 以後に なろ う.
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Manyara湖 南端に位置 す るMbugwe族 を調

査 したGray,R.F.は,こ の部族 の起源 と歴史

的発展 にふれ,Mbugwe族 におけ る首長的地位

(Chieftaincies)の 成 立 は,首 長位 の 世 代的系譜

とそれ に関連 した 補 助資料 か ら推定す る と,200

年 以上溯 るものではな い と指摘 してい る16.つ ま

り口頭伝 承 と世 代 の対応 関係に よって 年 代 を 推

測 し,歴 史時代 を決定 してい るわけ で あ る が,

Iraqw族 とMbugwe族 は地域的 に地 溝帯の斜

面を境 に接触 してお り,ま た歴史的 に も関係が深

いだけ に興味深 い一 致 であ る.

2.Rift　 Cughete集 団の分裂

ところで,現 存す るIraqw族 の世 代的系 譜が

10数 世 代以上 は溯 れな いに もか かわ らず,彼 ら

の歴史意識 は,RiftCushite集 団分裂 以前 まで

連続 してい る.Iraqw族 はRift　 Cushiteに 所属

す るGorowa族,Alawa族,Burungi族 に同

類 意識 を もってお り,そ れ は言語学的類縁 性 とは

別に,か つて これ らのCushite系 四部族 が1つ

の集団で あ った とい う神話 が根拠に なってい る.

Iraqw族 もGorowa族 も部族的起源 に 関 し て

は,共 通 の 口頭伝 承を もってお り,分 裂 以前 の故

郷を暗示す る最 も古 く,か つ唯一 の伝承 として残

され てい る.す なわ ち,「 昔,Iraqw族 の 祖先

(分裂以前 のRift　 Cushite集 団)は,グ ーセマ

ンガタイ(Guuse　 maanggatay)と い う処 に住ん

でいた.そ こは,作 物 が よく実 る豊か な土地 で,

家畜 は旺盛 に繁 殖 し,人 々は毎 日食 べ物 に不 自由

ない幸福 な生 活をお くっていた」 とい う.こ の冒

頭 の一節 で問題 に なるのは,グ ーセマ ンガタイ と

い う土地で あ る.Gorowa族 の 口頭伝承で は,マ

ァング ァイ(Maanggway)と の呼称 され てお り,

同 じ場所 を さしてい ることは疑 いないが,し か し

現在 の タンザ ニアの どの地点 にあた るのか 明確 に

され てい ない.古 老 の話を総合す ると,現 在 よ り

も南方 の方角 にあ り,Kondoa-Irangi附 近で あろ

うと推測 され るが,地 図上に正確 に位置づけ るこ

とは困難で あ る,マ ンガタイが神 話に残 る幻 の土

地 であ るのか,あ るいは遺跡 として現存す るのか

は,今 後 の考 古学的調査 を待 たなければ な らない

が,現 在 のCushite系 部族 の住居形式 では,お

そ らく,痕 跡は とどめていない と推測 され る.し

か し,Rift　 Cushite語 系に属す るNgomvia族

がDodoma地 域に位置 してい ることか ら 判 断 し

て,Rift　 Cushite系 集団は,現 在地 よ りもい く

分南下 した,タン ザ ニア中部に定着 した一 時期 が

あ った ことは確 かで あろ う.

つ いで注 目され るのは,「 マ ンガ タイに は 呪術

師Haimuが 君臨 してお り,一 族 を支配 し て い

た」 とい うくだ りで あ る.こ の場合,Haimuは

呪術 医の人 名 として用 い られ て い る が,Iraqw

語,そ れ 自体では金星 を意 味 し て お り,Haimu

が実在 の人 物であ るのか,あ るいは単 に,栄 華 に

輝い た過 去を象徴す るために用いた神話特 有 の表

現で あ るのか,不 明で あ り,謎 につつ まれ てい る

部分が多 い.し か し,Haimuを め ぐる口頭伝 承

は,Rift Cushite系 集 団の分裂に関与 して お り,

歴史時代 へ移行す る微妙 な序奏 をか なで てい る.

ロ頭伝承 は続 く,「 人 々は 平和 に暮 していた が,

ある 日,マ ンガタイの若者 たちは退屈に な って,

敵味方に分 かれて集団競技 を したい とHaimuに

申し入れ た.し か し,Haimuは 単に 武勇 を誇 示

す る競技 は認 め られ ない とい って彼 らの意見 を し

りぞけた.若 者 た ちは再三,同 じ要求を く りか え

したが,拒 否 され るだけ なので,つ いに,憤懣 が

爆発 し,Haimuの 一人息子 を拉 致 し,要 求を 通

そ うとした.仕 方 な く,Haimuは 集団競技 を 行

な うことを認 めたが,し か し,息 子 は競技相 手 を

つ れて くるまで人 質に され,彼 の手 には も どされ

なか った」HaimuはDatoga族 の土地 へ戦 士 を

駆 り集 めに 出発す るのだが,Gorowa族 の伝 承 で

は,そ の時Haimuの 家に寄食 していたGiteta

とい うDatoga族 の長老が その 役割 を引 き受 け

てい る.Gitetaは 当時,Datoga族 の土地が 旱魃

にあい,餓 死寸前 の ところをHaimuに 助 け られ

てマ ンガ タイに住み つ くことにな った と い わ れ

る.伝 承の中で語 られ る挿話 や話 の文(あ や)に

は,両 部族 のあいだ では多少の くい違 い が あ る

が,三 日後,Haimuの 要請に よ りDatoga族 の

戦士が到着 し,マ ンガタイの青年 の希望通 り,双

方,各 陣に分 かれ 戦闘が 開始 された とい う.

「Datoga族 は ホーホー と時の 声 をあげ て,マ
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ンガ タイに攻 め こんで きた.合 戦 は拡大 し,終 止

がつ かな くな り,Haimuが 双方 を 引きわ け しよ

うと した時 に は,競 技がいつ の間に か本 当の部族

戦争 に発展 して しまっていた.Haimuは 戦乱の

中で子供 を探 したが見 つか らず,マ ンガ タイの土

地 をす て ることに し,戦 場 を脱 出 した」 とい う.

Iraqw族 の 口頭伝承 で は,こ の時Haimuに

従 った クランは，Hay　 Tipe,Hay　 Irqa,Hay

Tsuhay,Hay Duwey,Hay Medahaの5つ で

あ り,Hanang山 へむか って逃 走 し,再 挙 をはか

った と伝 え られ てい る.と ころが,こ のマ ンガタ

イ脱 出 の伝承 は,Gorowa族 の場合,新 しい呪術

医 の誕生 と結 び つ いてい る.す なわ ち,Haimu

は マ ンガタイにおい て,敗 色が濃 くな った時,呪

術 医の資格を 象徴す る伝来 の杖をGitetaに 手渡

し,支 配 者 の地位 を 譲 った とあ る.Gitetaは 前

述 の通 り,Datoga族 の出身で あ ったが,こ の争

いを和解 させ る ことがで きずDatogaの 猛攻 に

押 され て,Haimu同 様Hanang山 麓 に落ちの

び,こ こに一族 を集結 させ た と い う,Burungi

族,Alawa族 の 口頭伝 承は未採録で あ り,集 団

を統 率 した呪 術師の名 は明 らかでないが,間 接的

な資料 に よると,や は り一度Hanang山 に集結

した といわれ てい る.こ の よ うに,マ ンガタイを

のがれ たRift Cushite集 団はHanang山 に集

結 し,合 流 したが,再 度Datoga族 の攻勢 に あ

い,現 存す る四つ の部族 に分裂 し,各 集 団が生 き

のび る方 向を定 め て移動 した ので あ る。

ところで,Cushite系 集 団はDatoga族 の二

度 目の攻 撃を受 け るまで,歴 史的 に どの くらいの

期 間Hanang山 に駐屯 していた かは明 らかで な

い.し か し,Hanang山 が一般 にいわれ る よ う

に,Datoga族 の山ではな くて,歴 史 的に い って

Cushite系 集団に最 もゆか りの深 い 山 な の で あ

る.Cushite系 の人 々は昔 か ら 「巨大 な牡牛」 あ

るいは 「雨を呼ぶ 山」 な どと,Hanang山 に 抽

象的な別 名を与え て呼 んでお り,ま た,マ ル モ

(Marmo)と い う成女式(す で に消滅)に 歌 われ

る唱句 に 「Anang,Gruto,Saga,Qwatsi=ハ ナ

ン山は母 なる グル ト,山 頂 には子安 貝 とい う意」

とあ り,こ の山に心理的 な一体 感を もってい る こ

とがわか る.特 に,Gorowa族 に とってはHanang

山麓北斜 面 は,忘 れ るこ とので きない 土 地 で あ

り,Tangwar-Gorowa(ゴ ロア族 の 廃 趾 とい う

意)と い う地名 のつ いた場所が い くっ か存在す る

のであ る.

さて,Hanang山 麓 で分 裂 したRift Cushite

系集団 は,そ れぞれ安住 の地 を求 めて 移 動 し た

が,Iraqw族 がMamaisaraに 入地 した経 緯 に

は,次 の ような 口頭伝承が残 され てい る.

「Haimuは クワ ウィラン(Qaawirang)と い う

ところに着 くと家 を建 てた.彼 は一頭 の牡牛 を所

有 していた.こ の牛 は森 の奥へ 行 って草 をは むの

が 日課で あっ たが,夕 方 も どって くる と,ど こで

砂 浴びす るのか,角 の先 まで泥 まみ れに な ってい

た.人 々は牛が何 処で こん なに泥をつ け て くるの

か,さ っぱ り見 当がつか なか った.不 思 議に思 っ

て,あ る男が牛 の跡 をつけ て行 くことにな った.

実は,牛 はあ る湖 にか よっていた ので あ り,男 は

そ の湖を見 て,牛 が泥 をつけ て帰 って くる理 由が

分 った.帰 ってきた 男は,牛 が 日参す る場所 が湖

であ るとHaimuに 告 げた。 そ こで,Haimu自

身が 出かけ て行 き,そ して湖 を見 た.Haimuは

呪術師 であ ったので,占 いを たてた.そ の結 果 に

従 って,1人 の男児を選 んだ.名 前 をMoyaと

い った.Moyaは1人 っ子だ った.Haimuは 彼
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に魔法 の杖を渡 し,"湖 につ くとテ ィタの木(サ

バ ンナ の常緑樹)が あ る.こ の杖でそ の 木 を つ

け"と 命 じた.Moyaは"も し杖 で木 をつ いた

ら,湖 水がぼ くを さ らってい くのではないか"と

問 うと,Haimuは"そ ん な ことは決 して起 らな

い"と 否定 した.Moyaは 出かけて行 き,湖 につ

くと,テ ィタの木 を棒でつ いた.す る と湖水 は一

挙 に モ ーヤ を さ らって,マ ンダ ・ダ ウ(Manda

Daaw)に 移動 した.(そ れ でManyara湖 が で

きた とい う)と ころで,ど うしてMoyaが 選ば

れ た とい えば,1人 っ子 でMoyaと い う少年 と

ハイ ムの占いが 出たか らで あ る.こ の水が引 いた

土地 に,Iraqw族 は移 り住 み,現 在 のMamaisara

(別名Iraqw　 Daaw)に な った のであ る」.

Mamaisaraは,標 高お よそ2500～3000メ ー

トル以上 の高原に位置 してお り,山 と谷 とが 複雑

な入 りこんだ地形 と,豊 かな水源 は集約的 な農牧

生 活を行 な うのに適 してお り,以 後,Iraqw族 は

ここに ガヘ ラ(Gahera)と い う独特 の階段耕 作を

発 達 させ るこ とにな った.Mamaisaraが 呪 術師

ハ イムに よって切 り開 かれ た土地で あ ると,口 頭

伝 承 は告 げ てい るが,Haimuを 創主 と仰 ぐ クラ

ンHay Tipeは,現 在 も正 当なIraqw族 の呪

術師 として,存 続 しでい る ことは 事実 で あ り,

Rift Cushi集 団 に 直接 由来 す る ク ラ ン が,

Mamaisaraの 最 初 の開拓 者 であ る とい うことは

充分納 得のい く話 であ る.

同様 に,GitetaもGorowa族 を支配 した最初

の呪術 医 として,記 憶 され てお り,Harnaaク ラ

ンの初 代の当主 として系譜 を作成す る ことがで き

る.今,直 系 中心 に子孫 をた どると,第1図 に示

した よ うに 1)Giteta,2)Qathatha,3)Tsino,

4)Mayumba,5)Mayo,6)Uo,7)Sige,8)

Dodo,9)Beo,10)Zuberiと 呪 術医の地位は継

承 され,現 在 にいた ってい る,た だ し,7代 目 と

8代 目,及 び,9代 目と10代 目はやや 年代が重

復 してい る.そ れは,7代 目のSige,Uoが 早死

したため,弟 のDodoUoが 代わ って支配 的地位

についた ため であ り,そ れ に もとついて,9代 目

は最初,弟Dodo Uoの 長子,Beo Dodo17"がつ

ぎ,や が て兄Sige　 Uoの 長子,Zuberiが 成長

した段階で支配権 を譲 り,伝 来 の呪具 一切 を相 続

させ たか らであ る.し たが って,Gitetaの 絶 対

年代 は実際 には10世 代 よ りは短縮 して計算す る

必要が あ るが,精 密 な補正手続 きを踏 ま な く て

も,180年 ～200年 以前 に推測 して も間違 いない

で あろ う.神 話 に よるとGorowa族 の 起 源 も

Harnaaク ランの創設 にか らみ あわせ,同 一 時代

と伝 えてい るが,他 の 口頭伝 承 と照合 しない点が

い くつかあ る.た とえば,Iraqw族 の神話 で は

Kwara山 に向 ったGorowa族 の集 団を 統 率 し

た男は,Gortooと い う名で呼ばれ てお り,Giteta

の名 はみ えない.筆 者 はGitetaが マ ンガタイ時

代 に,Cushite系 集 団に流入 した こ とには まだ,

疑 問を もってい る.し か し,い ず れ に し て も

Harnaaク ランの成 立は,Gorowa族 の歴 史 とと

もに古 くGorowa族 の初代 の呪術師がGitetaで

あ ることは,多 くの 口頭伝 承に よって証 明す るこ

とがで き,Gorowa族 の歴 史を 明 らかにす る貴重

な資 料を提供 してい ることは確 かであ る.

Ⅱ　 南 部Cushite系 部 族 の 歴 史 時 代

1.Iraqw族 における呪術師 の起源

この よ うに,タ ンザ ニアのCushite系 部族 は,

Nilote系Datoga族 と地理 的に近接 してい るだ

けではな く,歴 史的 に深 いかかわ りを も っ て い

る.と りわけ,呪 術 医の系 譜が 明 らかにな るに し

たが い,伝 統的 な呪術 医が,実 際 は異部族 を起源

とす る外 来呪術師 であ ることが多 い.こ の こ と

は,タ ンザ ニア北部 に居 住す るBantu系 諸部族

について もいえ る.た とえば,Mbugwe族 の 口

頭伝 承で は,政 治的支 配の基 礎 は各 ク ランにお か

れていたが,こ れ らの クラン を 統率 し,最 初,

支配 的地位につ いた呪術師は,外 来 の 雨乞 い呪

術師だ った といわれ て い る,Gray,R.F.は,

Mbugwe族 に入 りこんだ 外 来呪 術医 の 出身部族

としては,Datoga族,Iramba族,Isanzu族 を

あげてい る18.Iraqw族 におい て も,Mamaisara

を支配 した最初 の呪術 医 は 前述 し たHaimuと

いわれ てい る が,以 後,外 来 呪術師 に よ っ て

Mamaisaraの 支配が続 く.す なわ ち,彼 を始 祖

とす るク ランHay　 Tipeは,Iraqw族 の正 当 な
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呪術師 の 家系 であ ったが,Irangiか らや って き

たIdoと い う呪 術師に よって 首長位 を 奪 われ,

勢 力を失 な った.Hay　 Tipeは 現在 も呪術 師の ク

ランと して存 続 してい るが,一 度 凋落 した呪術師

が そ の後,失 地 回復 した例 は,Iraqw族 にはみ

ることが で きない.

さて,そ の後,IdoはIraqw族 の中に姻戚関

係 をつ く り,Hay　 Karamaと い うクランを創設

し,Mamaisara全 域 に大 きな政治的権力 をふ る

った.し か し,ま もな く,そ の勢力 も彼の呪術的

能力を超克 す る ものが出現 した ことに よ り,住 民

の支 持 を失 ない,急 速に衰微 した.口 頭伝 承に よ

ると,「 この頃,Iraqw族 の土地にDatoga族

(Gisamijanga支 族)のNamanと い う 男がや

って きた.彼 の呪薬 は強力 で,作 物 の成 育を 自由

に変え ることがで き,旱魃 で畑 が全滅 の危機 に瀕

した時,見 事に作物 を実 らせ,人 々を救 うことが

で きた.Mamaisaraの 住民は皆,Namanを 尊

敬 し,そ の呪 薬の 恩恵 にあずか ろ うとした.Ido

はNamanを 憎み,両 者は互 いに 呪術を使 って

相 手を倒 そ うとした.そ して,最 後 にNamanが

勝利 を握 り,MamaisaraはNamanの 支配す る

ところに な った」 とい う.

この ように,タ ンザニ ア北 部 の諸部族 には,高

度 な政治的組 織は発達 しなか ったが,呪 薬を媒介

に して呪術 師に よる勢力権 争いは活発 に展 開 して

いた.Gray,R.F.の 調査に よる と,Mbugwe族

も古い時代 には,唯 一 の呪 術医だけが雨 乞い儀礼

を主 宰す る ことを認 め られ,部 族全体 に奉仕 した

といわれる.し かし,ド イツ植民地統治が開始す

る以前,Mbugwe族 は政治的 自主性を もった7

つの地域的下位集団に分かれてお り,各 独立地域

は例外一つを除けば,モ スニガティ(Mosunigati)

とい う呪術的首長(Chief)に よって 支配 されて

いた.そ して,各 部族集団(Chiefdoms)の あい

だでは,激 しい対立抗争にあった19)とい う.こ う

した首長の重要な責務は,自 己の支配領域を豊か

に実 らす ことであり,旱魃 のおそれがある時 には

降雨を呼び,ま た豪雨を止めて水害を防ぐことで

あった.と ころが,首 長は 自己の支配領域を拡大

するために,他 の首長の雨乞いを妨害 し,対 外地

域に旱魃 や大雨をもた らし,そ この住民に被害を

与える邪術的能力を もってお り,各 首長間の呪術

をめぐる勢力争いは陰惨をきわめた.つ ま り,呪

術師の能力 と呪薬の優劣は,統 率す る地域集 団の

規模と密接に関係してお り,住 民が より強力な呪

術的首長に結びつくことに よって,各 首長間の勢

力圏が,相 対的に拡大,あ るいは縮少す るとい う

現象が起るわけであ り,Iraqw族 における 呪術

師の盛衰も,こ うした地域集団間の緊張関係を背

景に展開してきた.

2.呪 術師,Mandaク ランの成立

さて,Iraqwの 社会はアヤ(Aya)と 呼ばれ る

伝統的な地縁集団か ら構成 されている.ア ヤ は

Iraqw族 にあっては,「 土地」あるいは 「領域」を

示す言葉であ り,集 落の地縁的結合単位を意味す

る概念である.実 際には,ア ヤ ・ゲハン ド(Aya・

Gehando)と か,ア ヤ ・マンデ(Aya・Mande)と

い うように草分けの名や,地 名を形容詞的に語尾

につけ,村 的集落を呼称 してい る.ア ヤは自然発

生的に成立 し,標 準的なタイプは内部に約800～

1000戸 程度の屋敷を包摂し,了 解 された 一定の

地理的境界を設けて,外 界 と接 してい る.一 つの

アヤが占める空間的領域は,周 囲の環境によって

広狭に違いがあるが,普 通,ア ヤの両端を結ぶ距

離は,10km以 上に及んでお り,内 部は 地理的

接近の度合に応 じて,機 能的に細分化 さ れ て い

る.す なわち,ア ヤは4～5戸 のインサ ウモ ・ア

サ レマ(Inslawmo Aslarema=単 数)20と 呼ぶ,最

も基礎的な近隣集団(Primary neighbourhood)



46 和 田 正 平

と,こ れ らの集合 した第二次地縁集団(Secondry

neighbourhood)を 含む,三 重に構造化 した地縁

集団である.こ のアヤの構造 と機能にっいては,

すでに第8回 民族学研究大会 シソポジウムにおい

て報告 したので,こ こでは省略す る.問 題は,呪

術師 もいずれかのアヤの住民であり,呪 術師の地

位は,ア ヤの存亡 とわかちがた く結びついていた

ことにある.

歴史的にみると,ア ヤは地縁的な自衛集団の性

格が強かった.Masai族,Datoga族 などによる

部落襲撃や家畜略奪が突発 した時,ア ヤの住民は

共同一致 して防禦にあた る,絶 対的義務をもって

いた.組 織的な戦闘に発展した場合は,戦 土は呪

術師のもとで戦勝呪薬を授与 され,戦 闘に参加す

るのが仕来た りであ った.Iraqw族 の 戦士のあ

いだでは,「Aru(朝 食)を 食 ったか」 とい うの

が,出 陣の合言葉だったが,こ れは呪薬を授受し

たか どうかを問 う当時の隠語であった.こ のよう

に,非 常事態の発生にあた り,住 民が呪術師の呪

薬にかけた期待は大きく,よ り強力な呪薬を もっ

呪術師に傾斜す るのが,ア ヤのもつ本来的な体質

であった,

約150年 前までは,Mamaisaraの アヤはまだ

数村にすぎなかった と推定 され るが,各 アヤの小

呪術師とは別に,Mamaisara全 体を総合す る唯

一の呪術師 として,Namanは 君臨 していたので

ある.丁 度そんな頃,Iraqw族 にとって最大のク

ランが成立する歴史的事件が起った.口 頭伝承に

したが うと,次 の通 りである.「Mamaisaraの ム

ーライ(Muray)村 の道筋を1人 の男が旅の 荷物

を ロバの背に積んで通 りかかった.男 は身重 の妻

を同伴 してお り,旅 を急 ぐことができず,そ の日

はIraqw族 の土地に野宿す ることに した.と こ

ろが,そ の近 くにIrqaと いう長老が牛を放牧 し

なが らやってきて,旅 人の有様をすべて観察 して

いたのであ る.Irqaは,旅 人が不思議な威厳を

もった人物なので,早 速,呪 術師Namanに 一部

始終を報告し,こ の土地に引きとめたいと相談 し

た.翌 朝,ム ーライ村の長老たちは,旅 人の野宿

した場所に急いだが,一 行は見あた らず,一 番鶏

の時刻にすでに 旅出った 様子だった.た だ,夜

半 に雨が あ り,ロ バの足跡が点 々と続 い てお り,

追 跡す るのは容 易だ った,ハ ドの道(Iohir Hado)

まで追いかけ て行 くと,男 は妻が陣痛 を起 したた

め,旅 を続 け る ことが で きず,そ こに立 ち止 って

いた.彼 は人 々が近づ いて くるのを見 て,殺 され

るのではないか と警戒 し,自 分 が決 して他 人に害

を与 え る悪人ではない ことを知 らせ るため,平 和

の象徴で あ る青 草をむ しりと り,頭 上に 高 くかか

げた.人 々もまた,他 意 のない ことを男 に告げ た

が,Iraqw語 が通 じないので,Datoga語 を媒介

に して,Iraqw族 の村 の住民 にな って と ど ま る

よ うに説得 した.男 は断 崖(Rift wa11)を 下 って

Mbugwe族 の土地へ むか う途中だ った.男 との

話 し合いが続 い てい る間 に,妻 の方が産 気づ き,

つ いに,そ こで男児 を出産 した。人 々は祝福 し,

この道筋 の名 前を とってHadoと 名付け,食 糧

や必需品 を与え てIraqw族 の 村人 としたので あ

る」。

と ころで,こ の旅人 こそIsanzu族 のMkalama

か らや ってきた ンコンバ ・ビン・モルグ(Nkamba

bim Molugn)と い う名の 大呪術師で あ り,後 に

ヤソ ド(Yando)と 呼ばれ,Iraqw族 におけ る最

大 の呪術師 の クラン,Mandaの 創 設者 で あ っ

た.し か し,出 身地 の ヤンビ ・ムカ ラマ(Yambi

Mkalama)は,Datoga語 では,当 時 ヤンジ ュダ

(Yanjuda)と 呼ば れ てお り,Iraqw族 の 人 々は

このIsanzu族 の呪術師に ヤ ンジュダの男 とい う

通称 を与 えたが,や が て,ヤ ン ドとい うIraqw

語的表現 にかわ り,Iraqw族 におけ る 最大 の 呪

術師 クラン,Mandaの 初 代当主は,ヤ ン ドと呼

ぽれ るよ うにな った のであ る.

3.Mandaク ランの発展 とManda Hay Bayo

の成立

さて,Iraqw族 にはGwaarar Inslawmowok

Marafaamo Amor Saw Ngi rGaai(遠 い親 戚 よ

りは近 くの他人 とい う意味)と い う諺があ り,地

縁関係が血縁 と同様 に重視 され てい る.流 入 した

異部族は,す で に,い ずれか の アヤに所 属 し,住

民 として成員性 を確保 しな くては な らない し,逆

に,偉 大 な呪術師 とわ かれ ば,積 極 的 な受 け入れ

態勢を とるのがlraqw族 のな らわ し で あ る.
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Yandoが 屋敷 を作 る場合 も,ま ず落 ち 着 き先 を

め ぐ り,ム ー ライ(Muray)と クウ ェ レム トル

(Kwermt1)の2つ の アヤの 間 で強烈 な 口論が く

りかえ された とい う.し か し,Yando自 身 は最

初,自 分 を発見 したIrqaの 隣人 とな るこ とを希

望 し,ア ヤ ・ムー ライの 住民 にな った.Manda

Hay Irqaと い うクラン 名 もそ こか らと られたの

であ る.Yandoに 始 まるMandaク ラソの呪術

師 は,あ らゆ る種類 の呪薬 を もってお り,病 魔,

害 敵 の侵入 を阻止 した り,ま た逆に招来 した り,

自由に操作す る呪術能力 を もってお り,ま た,植

物 の生育 を阻害 し,動 物 の繁殖 を さまたげ,死 に

追 い こむ術 も知 ってお り,収 穫 を全滅にす ること

もで きた とい う.雨 乞 い も他の呪術師 の及 ぶ とこ

ろでは な く,絶 大 なる能 力を示 し,そ の名声 は遠

くまで知 られ る ように なった.と りわけ,Manda

ク ラソの呪術 の特徴 は,マ オ(Mao=豹)を 自由

に あやつ る ことがで き,主 命 を 受け て 豹は 間違

い な く対 象を襲 った といわれ てい る.そ こ で,

Mamaisaraの 多 くの アヤは,Mandaの 呪薬に

依存 し,次 第にNamanか ら離 れ て い っ た.

最後 に,か つ て,有 力 な 呪 術師 であ っ たHay

Naman,HayRawi,HayKaramaの 居 住す る

地 域だけ がMandaに 従属 す る ことを拒否 し,自

己 の領域 を堅 持 した.し か し,Mandaク ランの

勢 力圏 は,拡 大を続 け,子 孫は代 々呪術 師 と し

て,Iraqw族 社会 に 君臨す ることに なったので

あ る.現 在,Mandaク ランは,Hay IrqaとHay

Bayoと に分離 し,所 属す る成 員はぽ う大 な 人数

に のぼ り,そ の系 統 は複雑多岐 にわた り,簡 単に

は系統 図を作成 す ることはで きない.そ こで今,

歴史上 注 目す べ きManda Hay Bayoの 成立に

つい て考察 してみ たい。

Hay Irqaの 呪術 師の系 譜は,1)Yando-,2>

Hado-,3)Gurtu-,4)Tlanka-,と 短期間に

当主 の交替 を くりかえ し,5代 目Bangaの 時 代

に 非常 に多 くの子孫 を残 し,Mandaク ランの発

展 的基礎が つ くられ た.と りわけ,Bayoは 並 は

ず れ な呪術 的能 力の持 ち主 であ り,ク ラソのなか

で もそ の呪 術に たち うちで きる ものはなか った.

他 の クラソの 口頭伝承 は,こ の人物が呪術的立場

を利用 し,横 暴なふ るまい をは じめ,恐 怖 の的に

な った と伝 え てい る.す なわ ち,村 の娘 を次 々に

拉致 し,正 式 な婚資 を贈 らず に強 引に妻の1人 に

加 え,子 孫をふや し,加 え て他人 の 財産 を 徴発

し,富 裕 化を はか った とい う.こ れ がBayoの 悪

名を 高 くし,Manda Hay Irqaか らManda Eay

Bayoと して,ク ランが独立 した理 由であ る.現

在で も古老 は,Hay Bayo一 族 を 大 変怖れ てお

り,こ の クランの性格 の一 端 を物 語 ってい る.以

後,Iraqw族 の社会 は,Manda Hay Bayoが 首

長的地位につ き,絶 大 な る勢 力を もって現 代に続

い てい る.

皿 Iraqw族 の 領 域 拡 大 と

呪 術 師 の 勢 力 関 係

1.Datoga 族 呪術師の 移住

さて,ド イ ツ植民 地統治が 内陸 に浸透 し始 め た

1880年 頃に な ると,Iraqw族 はMamaisara外

部へ進 出 し,居 住領 域の拡大 をは じめた.特 に,

Mbulu,Daudi,Waamaと い った地域 に移動 し,

新 しい集落(ア ヤ)を 形 成 し,な お移住人 口は増

加す る形勢 にあ った.し か し,当 時,Masai族 は

タン ザ ニア北 部を大 き く遊 動 してお り,Iraqw族

の集 落におい て も家畜略奪 がひん びん と起 ってい

た.Mamaisaraで は,Masai族 の襲撃 にそ なえ

てボホ ソ(Bohon)と い う 巨大 な坑 を 縦横 に 掘

り,家 畜 を守 ったが,周 囲の進 出領域 では一 層,

Masai族 に襲撃 され る 回 数が多 く,危 険度 が 高

か ったが,そ れに もかかわ らず,Iraqw族 の 新

開地進 出はお とろえなか った.タ ンザ ニア北部 に

おい て,Masai族 の攻撃 を受 け なか った 部族 は

存 在 しないが,1800年 頃 か ら1900年 頃 にか け

て,特 に,Dataga族 は最 も大 きな打撃を与 え ら

れてい る.

富川 に よると,Datoga族 は ン ゴ ロ ン ゴ ロ

(Ngorongoro)の 火 口にお いて,Masai族 との大

戦 闘を ま じえ,つ いに惨敗 し,小 集 団に分裂 して

移 動を開始 した とあ る.こ の時,呪 術師Magena

はSukuma地 域でDatoga族 の再結集 をは か っ

たが,し か し,ふ たたびMasai族 の急襲 を受け

て,こ の部 族集 団(Baluta)はSukumaを 脱 出
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し,Mbulu地 域 に移動 した と述べ られ てい る21.

ところが,こ の時 すでに一 帯は,膨 脹 して きた多

数 のIraqw族 が居 住 していたが,Datoga族 の移

住 に よって両部族 が接触す ることに な り,後 世 に

伝 え られ る重 要 な部族関係が成 立す るので あ る.

す なわ ち,Datoga族(Bajuta集 団） は,呪 術

師Saigiro(前 述 したMagenaの 長子)を 擁立

し,勢 力 の回復を はか っていた.Mamaisaraを

出てMbulu地 域 に移住 したIraqw族 もまた,

一層領 域を拡 大す る形 勢にあ り
,同 じ歴史的背 景

か ら,友 交関 係を基軸 に両部族 の共 生的地域社会

が成立 した のであ る.

古老 の言 に よれ ば,1890年 か ら5年 間にわた

り,Iraqw族 の一部 はMbulu地 区 を出発 し,

Iranbaの 土地 を 通 り,Sibiti川 を渡 って,Meatu

に到着,そ の後,さ らにIwembereSteppeに 沿

ってSemu川 を 渡 り,Sukuma地 方 に 移住 し

て,新 しい村 をつ くった とい う話 も残 さ れ て い

る.そ して,そ こに定着 した人 々は,故 郷を記念

して村 をMbuluと 呼 び,子 孫 も現存 す るとい う

が,事 実 は未確 認で あ る.し か し,人 口増加が動

因 とな って,活 発 な移住 が く りか え さ れ た こ と

は,充 分考 え られ る.そ の場合,Datoga族 との

接触 が,Iraqw族 の外 界進 出を促進 す る導火線 に

なった と考 え られ,そ れは,Iraqw族 のSukuma

地方 へ の集 団移住が,SaigiroのMbulu来 住経

路 を逆 にた どった ことをみ て も分 か る こ と で あ

る.

さて,Mamaisaraの 外辺 に形 成 され た両部族

との共生社会 は,や が て共 同の牛牧儀礼 を発達 さ

せ てい った.Datoga族 の呪術師Saigiroは,牛

の疫病に有効 な呪薬 を もってお り,Iraqw族 との

間 に も,呪 薬 の授受関 係が成立 したのであ る.母

村 のMamaisaraを 離 れ たIraqw族 は,本 来,

農耕 よ りは牧 畜 に傾斜 し,新 天地を 開拓 して,新

しい放牧地 を確保 す る ことが移動 の 目的 であ った

が,そ れ は,牛 の多頭化が,富 者に なる可能性 に

結 びつ いていた のであ り,牧 畜 化Iraqw族 は

Saigiroに 結 び ついたわけ であ る.し か し,こ

うした現 象は,Iraqw族 の 首長的地位 に あ る

Manda　 Hay　 Bayoに とっては,支 配 権 の妨害 で

あ り,自 己 の呪 術的勢力圏が封鎖 され る ことに な

るため,Saigiroと の間に激 しい対立 と 反 目を 惹

起 し,Mamaisara周 辺地 域では,住 民 と呪術 師

との結 合関係を め ぐって,一 時 ひ どい混 乱 を まね

いた.両 者 の争 いは,今 日も酒席 の 俗 謡に 唱 わ

れ,数 々の有名 な逸話 を残 してい る が,結 局,

Mbulu北 部地域,Waama地 域やDandi地 域 な

どのIraqw族 は,異 部族Saigiroに 従属 し,

Mamaisaraと そ の近接地域 は,Hay　 Bayoの 勢

力圏に組み こまれ た のであ る.

2.植 民地支配 と呪術師の処遇

さて,1901年,ド イ ツ植民地政 府 はMbuluに

Boma(政 庁)を 設置 して,Mbulu　 Districtに も

近 代的 国家機構 に よる公式 な統 治が 開始 され た.

一般 に,植 民地 支配 も初期 の段階 に は,地 方 に よ

ってひ どく差 があ り,Gorowa地 域 の よ うに部 族

的首長や呪術 師がそ のまま政府 の地方 行政 官に 任

命 され る現 象 もみ られたが,Mbugwe地 域 の よ

うに,呪 術師が 首長位を更迭 され,そ の中 には追

放 され るもの も出 るとい う,ま った く逆 のば あ い

もあ った.ま た,部 族の内情を知 らず に,偶 然 に

行 きず りの人 物を選定 して,役 人に採 用す る とい

った軽卒 な人 事 もみ られ た.

Iraqw族 の俗謡 には,僥 幸 でMamaisaraの

行政官に な った男が,や が て悲劇的 な末路 をた ど

って,Iraqw族 の社会 か ら消え てい った経緯 を う

た った ものが あ る.そ の男 とは,Dafi Matuと 自

称 し,古 老 の話で は最初,ス ワヒ リ商人 と結託 し

て,象 牙 の仲買い を職業 に して,サ バ ンナを旅 し

てまわ る一介 の放 浪者で あった,商 売上,ス ワヒ

リ語が堪能 であ り,異 部族 の社会 に詳 しく,多 く

の情報を もっていた.そ の彼が,Mbugwe族 の

土地に滞在 していた とき,丁 度,ド イ ツ軍 と遭 遇

し,Mbulu地 域 について 予備知識 のない一行 に

情報 を提供 し,Iraqw族 の土地 の道案 内をつ とめ

たので あ る.以 来,ド イ ッ政 府はDafiを 重 く用

い,1905年,ダ フ ィを 正式 にMamaisaraの 首

長(Chief)に 任命 した ので ある.彼 は,自 宅 の屋

敷 の前庭 に,ド イツ の国旗を掲揚 し,威 信を誇示

した.最 初,ド イツ 植 民地政府 に よってIraqw

族に課 せ られた人頭 税は,各 自山羊一 頭で あ った
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が,Dafiの 重要 な仕 事は,こ れ を徴収 し,政 府

に納 入す る ことで あ った.Dafiの 行動 は 国家権

力 を背 景 に してい るだけで,住 民 の信頼を得 るこ

とが で きず,Iraqw族 の間に不満 の声 が高 ま って

きた.や が てDafiは 本性をあ らわ し,ソ マ リ商

人 を利 用 して,ふ たたび商売に手を 出 し,金 も う

けを考 えた.し か し,こ れは失敗 し,多 額の借金

だけが残 った.経 済的 に行詰 ったDafiは,自 己

の政 治的立場 を楯に して,住 民 か ら 家畜 を 徴発

し,借 金 の弁済 にあ て ようとした.こ の事件を契

機 に,そ れ まで 隠忍 自重 していたManda一 族

は,Dafiの 行動 を一斉 に弾劾 し,Tlaa Lalaを 代

表 として,ド イツ 現地行政官 に直 訴 させた.そ の

結 果,Dafiは 失脚 し,Moshiに 送検 され,二 度

とMamaisaraに おい て彼 の姿 を見 た も の は い

な い とい う.以 後,政 府 はIraqw族 に おけ る

Mandaク ラ ンの存在 を 認識 し,各 地 域 の チー

フを選 定す る場合,Iraqw族 の 居住地域 では,

Mandaク ラン の意志 を尊重 して,任 用す る こと

が多 くな った.少 数 の ドイ ツ行政官が,広 い地域

社 会 を統 治す るためには,部 族 の真 の支配 者を発

見 す る必要が あ ったが,Mamaisaraで はHay

Bayo直 系 のIssaraの 存在が 注 目され,政 府に

優 遇 され るこ とにな った.彼 は,首 長的家系 であ

るだけ ではな く,実 際に人 物 も有能 であ り,仕 事

を忠実 に実行 し,ホ ワイ ト ・フアーザ ーか らも非

常 に愛 され た といわ れ る.彼 は教育熱心 であ り,

この地域 に初め て学 校を建設 し,文 明 を と り入

れ,Iraqw族 の中に多 くの 尊 敬を集め,部 族の

発展に貢献 したが,1915年,惜 しま れ て 没 し

た.

ところが,ほ ぼ 同時 代,同 じく呪術 師 で あ る

に もかかわ らず,Datogaの 場合 は 悲劇的 な 結

末に終 った.MbuluでSaigiroが 没 し,長 子

Gidamowsaが 後 嗣 とな ったが,間 もな く南下

し,Dongobeshiに 拠点 を移動 させた.こ こは本

来,Gisamijanga支 族 の本拠 地 で あ っ た が,

Gidamowsa(Baluta支 族)に 呼応 して,他 の幾

つ か の支族 も この地域 に集 中的 に移動 し,Datoga

社会 圏の中心 にな った.Manda　 Hay　 Bayoの 呪

術勢 力圏が,Mamaisaraと そ の近辺 に限定 され,

あ ま り伸張 しなか った のに くらべ,Gidamowsa

の勢力 は拡 大を続け,遠 く 離 れ たWaamaや

Mbulu地 域 のIraqw族 も,こ こまで 呪薬 を 求

め てや ってきた.そ し て,領 域拡 大 を 続 け る

Iraqw族 の 移住 の波 は,Datoga族 の跡 を 追 っ

て,Dongobeshiに 及 び,ふ たたび,こ こに も共

生的 地域社会が形成 され ていたの で あ る22).し

か しその背景に は,呪 薬 の授 受関係 を め ぐ り,

Gidamowsaの 隠然 た る支配 圏が成立 していた こ

とは確 実であ る.し か し,Dongobeshiに お いて

も,Datoga族 の繁栄 は長 く続 かなか った.1910

年,Gidamowsaを は じめ11名 の呪術 師 は,ド

イツ 軍 の鉄 砲に呪術を かけた とい う罪に とわれ,

絞首刑 に処せ られ たので あ る.ほ とん ど 同 時 代

に,Iraqw族 の呪 術師が政 府に厚遇 され,Datoga

族 の場 合には,弾 庄 され たの は何故 か.本 当の理

由はまだ明 らかに され てい ない.こ の 事件 は,

Datoga族 に対 しては大 きな衝撃を与 え,Datoga

族 の呪術師 の勢力は衰微 したが,Iraqw族 の 呪

術師に とって逆 に,有 利 に展開す る機 縁に な った

ことはい うまで もない.以 後,Iraqw族 は 南北

へ領域 拡大 を続け,1920年 代 ま で に は,北 は

Karatu,0ｌdeani近 辺 まで,南 はHaimuが 北 上

した経路を逆 に 南下 して,Ranang山 麓に 到着

し,Datoga族(Barabaiga支 族)の 領域 に 侵 入

してい る.そ れ は,驚 異的 な領域拡大 であ るが,

この動因につ いては,す で に別な報告 に指摘23し

ておいた ので,こ こでは言及 しない.

3.国 家統治組織 と伝統的支 配 との交 錯

1914年 に勃発 した第一 次世 界大戦 は,ア フ リカ

に も戦線が拡大 されたが,1919年,ド イツ の敗

戦 に終 り,タ ンガニイ カは英 国の信 託統治 領に か

わ った.し か し,Iraqw族 の呪術 師が優遇 された

ことは,独 領時代 と同様で あ り,Issaraの 跡 を

継い だNade・Bea(Manda　 Hay　 Bayo)はIraqw

族 の新 しい拡大領域に も,勢 力を伸張 し た.ま

た,Gidamowsaな どの処 刑事件 の際,ド イツ 軍

に よ り,禁 固刑 を受けたDatoga族 の 長老 た ち

も釈放 され,Dongobeshiに 送還 され て きた24.

不遇で あ っ たDatoga族 の 呪 術 師 も,よ う

や く威 信 を と り も ど し,こ の 頃,Geragendo
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(Gidamowsaの 子)はJumbe(村 長=Swahili

語)に 就任 してい る.ま た,Gorowa族 では,

ChiefとDeputy　 Chiefが 呪術 師Harnaaク

ラ ンか ら任命 され,Nakwa,Banga,Gallapo,

Gidasの4地 域 を統轄 し,官 制上 で も支配的 地位

を堅持 した.こ れ とは対照 的に,Mbugwe族 の

paramount　 chiefは,首 長的家系 をほ とん ど考

慮 せずに選 定 したため,政 治的安 定性に欠け,地

位 争奪をめ ぐって,さ まざまな呪 術的 事件が発生

した25.地 方 に よって,呪 術師に対す る処 遇が異

な り差がで きた のは,政 府 の期待す る能吏 と部族

社会 の支 持す る人物 とが一致 しなか った ところで

あ り,Mbuqwe族 で は異部 族がChiefに 就任 し

た こ ともあ った.問 題 は,植 民地 政府に よって推

進 された地方 の統治体 制 と,呪 術師に よる伝統的

な支 配関係 とが,い かに接合 し,遊 離 した か とい

う点 にあ る.

Mbulu　 districtで は,ま ずdistrict全 域 を統

轄す るWawutomo(paramount　 chief)を 頂点

に お き,そ の下 を13のdivisionに 分 割,各

divisionご とにGausmo(Silb-chief)を 任 命,

更 に,divisionを 細 分 し,sub-divisionを 設置

し,Yabusmo(millor　 chief　or　head　man)を お

き,ピ ラ ミッ ト形 の統 治組織が成 立 していた.し

か し,当 時,Wawutomoに はMぽndaク ラ ンと

は関係がないDoeata　 Mikael　 Ahoが 任命 され

てお り,伝 統的 なNade(Manda　 Hay　 Bayo)の

勢力 に抵触 す るこ とな く両 立 し て い た.Nade

は,Iraqw族 のなかに 隠然 た る 支配 力 を もち,

公式 には国家 の統 治機構 に参 画 しなか ったが,植

民地政府 に協力 し,後 に,King　 Georgeか らの

勲章を授与 され てい る.Gorowa族 の場合 は,前

述 した よ うに,Harnaaク ラン の 呪術師 が 歴代

Chiefに 就任 し,公 的な 政治的地位を 獲得 した

が,実 際の伝統的儀礼や 呪薬の分与は,Harnaa

クランに準 じる.も う一つの呪術師の ク ラ ン,

Haryambiに ゆだね られ,呪 術的活動か ら遊離 し

ていった.Haryambiは,Iraqw族 のManda

クランと祖先を共通に,特 に,雨 乞いに秀れた呪

術的能力を発揮 し,Gorowa族 全域に勢力圏を拡

大 していった.こ のように,呪 術師は植民地時代

初期には,公 的政治職をめぐって,微 妙な立場に

、おかれたが,や がて,植 民地政府機関の要職につ

いた後,伝 統的生活か ら離れてい くものと,土 着

生活を維持 し,呪 術的支配に専念す るものに分化

する徴候があらわれてきたのである.行 政権の行

使と祭司権の徹底とは,部 族社会では,同 じ支配

関係の範疇に属 していたが,植 民地支配成立以後

は,次 元を異にし,や がて併行して存立す るよう

になってきたのであ る.

IV　 タ ン ザ ニ ア北 部 の 呪 術 師 の 現 勢

1.勢 力圏の重層関係

現在,タ ンザ ニア北 部で は,南 北 に帯状に 広が

るIraqw族 の 居 住地 域が 最 も 大 き く,縁 辺 は

Mbugwe,Masai,Gorowa,Nyaturu,Datoga等

と接 し,ま た,そ れ らの一部 を包摂す る複 合共生

地帯 もあ り,呪 術師 の勢 力関係 も複雑 に交錯 し,

多層化 して きた.Giting村 の例 を とって も,呪

薬 の種類や,事 態 の重要度,集 落(Aya)の 構 造,

歴史的段階に対応 して結 びつ く呪 術師が異 な って

い る.Giting村 は,Gochot,Bagara,Barakta,

Hanang,Afandi,Shishied,Murumunang,

Endadu,Mande,Sabiloの10地 域 か ら構 成 さ

れ てお り,各 地域 は前述 したInslawmo　 Aslaremo

(火種を共有 す る近隣 関係)を 基 礎 に した 地縁 集

団の集合で あ る.こ の よ うに,Ayaに 構造化 さ

れた中範囲 の集 団を筆者 は,Iraqw族 の第二次 地

縁集団 と呼 んで きた26.

一 般に
,呪 術 師 と住 民 との結 びつ きは,個 人 レ

ベルでの直接的結合 に よる場合 と,集 団 レベル で

の間接的結 合に分 け られ るが,前 者 が秘 密的,利

己的,日 常的,非 儀礼的,非 社 会的 な特徴 を もつ

てい るのに対 し,後 者 は毎年一定 した期 日に,各
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地域の儀礼集団が呪術師の屋敷に集合し,盛 大な

儀礼が行なわれ るのが常である.今,個 人的な結

合関係は一時的であ り,動 機 も気 まぐれで,し か

も組織 されてお らず,呪 術師の勢力圏の形成にあ

まり関与 していない事か ら,こ れを捨象し,集 団

的結 合だけを と り上 げ るこ とにす る.

さて,Iraqw族 で は収穫儀 礼(getsan)や 割礼

式(tohara),結 婚 式(Duxo)等 の儀 礼へ 参加 す

る基本的単位 はs第 二次地縁 集 団におかれ てい る

が,呪 薬分 与を め ぐ るGhadoweda　 gatumoda
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も,こ の地縁関係を基礎に成立して い る.こ れ

は,Datoga族 の呪術師が主宰すを疾病払いの儀

礼であ り,女 だけが参加するところに 特 徴 が あ

る.儀 礼の民族誌的な報告は,別 の機会にゆずる

として,Gitingで はこの儀礼は毎年6月 末,呪

術師 Nahe Fujo(Datoga族 Sumuhedaク ラン)

の屋敷において,1晩2日 にわた り行なわれる.

Gitingは 当時(1966年),成 人男子人 口の1割 強

(898中103人)をDatoga族 が占めてお り,Iraqw

族にかなり同化 しなが らも,な お,社 会的に完全

に従属しているわけではない.

Ghadowedaは,本 来Datoga族 の儀礼である

が,Hanang山 麓一帯では,Iraqw族 の居住する

割合いが高 く,Iraqw族 の 地縁集団に コミッ ト

し,共 同儀礼として発達 しているわけである.第

2表 に明らかな通 り,参 加者 の割合を全体でみる

と,Datoga族 がやや多いが,13の 第二次地縁集

団を 基礎に,年 寄 りの女によって 統率 され,当

日,呪 術師への贈物を もって集団的に参加 してい

る.呪 術師の支配圏は,こ のように 儀礼を 主宰

し,呪 薬の授与を通 し組織された地縁集団の数に

よ っ て,か な り明 らかにす ることができる.た

だし,NaheのGhadowedaの 儀礼を構成す る集

団は,Giting内 部 と,Gitingに 近接する半径

10マ イル以内の地域に 限定 され,基 礎に してい

る集団が,第 二次地縁集団であるため,支 配圏も

大きくはない.し かし,有 力な呪術師になればな

るほど,支 配圏が広範囲な地域にひろが って行 く

ことは,前 述 した呪術師の歴史によっても明 らか

に した通 りである.Iraqw族 の雨乞い 儀礼が,

小地域単位で発達しているが,そ れに もかかわ ら

ず,各 地域集団 レベルで 行なわれる 雨乞い 儀礼

は,最 終的にはNade Bea(Manda Hay Bayo)

の主宰す る部族的規模の盛大な雨乞い儀礼に収斂

してお り,儀 礼を構成す る単位は基本的にはAya

におかれている.

同様に,病 魔が土地へ 侵入 す る こ とを 防 ぐ

Masso Passmo Geyotの 儀礼 も,Ayaを 単位に

組織 され,呪 術師 と接合する.す な わ ち,雨 乞

い,防 災,生 産など地域住民全体の利害にかかわ

る諸儀礼は,Kahamusmo27が 長老会議を開き,

Ayaの 集 団的意志 を と りま とめ,参 加 す るため

の準備 をは じめ る.住 民 の各屋敷 をまわ り,一 定

の金銭 を呪術師へ の謝 金 として徴収 し,ま た 牡牛

1～2頭 を供儀 として徴 発す る.儀 礼 の 当 日,

Kahamusmoを 中心 とす るAyaを 代表す る長老

数 名は,こ れ らの贈物 と供 犠を呪術師 に と どけ,

各地 か ら集合 した長老たち と合流 し,呪 薬 は この

時に授与 され る.有 力呪術師 の支配 圏は,こ の よ

うにAyaの 代表で あ るKahamusmoを 通 して

組織 され てお り,呪 術師 と住民 との呪薬 の授 受関

係は,間 接的 であ ることが多 い.Nade Beaは,

その宗 教的権威 と超 自然的能 力に よって,畏 敬 さ

れてお り,そ の威 信はAyaの 角 々に まで徹 底 さ

れていた.

こ うした呪術 師の支配形態 は,Gorowa族 や

Datoga族(Dongobeshi在 住)に おい て も採 用

され てお り,Kahamusmo,あ るいはそれ に代 わ

る仲介者 を中間項 に して,多 くの村 落(Aya)を

組織 し,勢 力 圏を拡大 してきたのであ る.タ ンザ

ニア北 部 では,Nade Beaは 最 も大 きな勢 力圏 を

もってい たが,か な らず しも,す べ てのIraqw

族を支配 したわけで はな く,ま た,す べ ての儀 礼

を独 占的 に主宰す る権利 を もっていたわ けでは な

い.呪 術 師は,住 民 の支持 を強 制す る 権 利 は な

く,ど の呪術 師の儀礼に 結 びつ くか は,Ayaの

住民の 自由な意 志に あ ることは,す でに述 べた 通

りであ る.Daudiの 住民は,MamaisaraのNade

Beaの 雨乞い儀礼や 疾病 防禦 の 儀 礼に 参加 し,

同時にDongobeshiのGeragendo Gidamousa

の同 じ儀 礼に も 代表を派遺 してい る.Gitingで

は,最 初,呪 術師Langay Ishanga(Datoga族

Qawogク ラン)が 村 内 レベル の 雨乞い儀 礼を主

宰 し,第 二 次地縁集 団へ長老 が集 ま り,祈 雨す る

が,11月 に入 ると10数 年前 よ り毎年,Gidasに

Kahamusmoを 派遣 し,Gorowa族 の 大 呪術 師

Muna Soraの 主宰す る雨乞い儀礼 に 参 加 し て

い る.ま た,牛 牧儀礼 では,歴 史的 に古 く か ら

Dongobeshi在 住 のGeragendoに 結 びつい てい

る.こ の よ うに,呪 術師は,唯 一 の人物 に一 元化

されず,呪 術師 の支配 圏はオ ーバ ー ラ ップす る現

象がみ られ,参 集す る部族 も交錯 してい る.特 に
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Muna Soraの 雨乞 いには,Gorowa族 を 中心

に,最 近,Iraqw族,Datoga族(Barabaiga支

族),Alawa族 等 の他 に,Nyaturu族 が加 わ り,

盛大 な儀 礼に発展す る形 勢にあ る.

2.領 域拡大 と呪術師の性格変 化

さて,こ うした呪 術師の勢力 圏が,部 族的紐帯

を 基礎 に しなが らも,ド イツ植 民地 支配が成立す

る前後 か ら,地 域社会 の呪術師 に性 格が変化 して

きたのは何故 だろ うか、 筆者は,か つ て,Hanang

山 麓 のIraqw族 がGorowa族 の 呪術師Muna

Sora(Haryanbi） に結 びつい た 要 因 につい て,

若 干 考察 した ことがあ る28.そ の際,ま ず 第 一

に,住 民 のあ いだで呪術師 の名声 が非常 に高い場

合,第 二に呪 術師 の本拠地が距離 的 に近 くにあ る

こと,の2点 を一 般的理 由 として あげ ておいた.

い うまで もな く,呪 術師 は人格 的な存 在であ り,

た とえ呪術師 の正 当な家系を誇 っていて も,住 民

の期 待に応 じる特殊 な能 力が 発達 して い な け れ

ば,一 流 の呪 術師 として,広 範囲 な地 域住民に支

持 され る ことは ない.Iraqw族 の歴史 において,

偉大 な呪術師 として,口 頭伝 承に名 を とどめた も

の は,並 はず れ た能 力 と個性的な人格 の持 ち主で

あ った.つ ま り,呪 術師の勢力圏 はその呪術的能

力 との関係にお いて,拡 大す る ことは 確 か で あ

り,人 々のあ いだには,秀 れ た呪 術師で あれば,

か な り遠隔地へ で も呪薬を求 めて出かけ て行 く現

象がみ られ る.し か し,そ れ は人 々が,よ り近 く

に 位置 す る呪術 師に結 びつ くとい う地縁結合 の原

理 に矛 盾す る ものではない.何 故 な ら,前 節で も

指 摘 した よ うに,呪 術師の支配関係 は交錯 してお

り,勢 力圏は互 いにオ ーバ ー ラップしてい るか ら

で あ る.

Hanang山 麓 のIraqw族 が,Mamaisaraに

あ るIraqw族 の大呪術師,Nade　 Beaか ら遊離

し,Gidasの 異部 族の呪術師Muna　 Soraと 呪

薬 の授受関 係を結 ぶ ようにな った のは,彼 の能 力

もさる ことなが ら,地 縁的論理 が優先 したか らで

あ る.Hanang山 麓 か らGidasま では,徒 歩で

半 日行程 であ るが,Mamaisaraま で は2日 かか

る.Iraqw族 の居住領域 の 拡大 に 伴 ない,当 然

母 村 か ら,辺 境線 までの距離 が長 くな り,開 拓地

域 は求心性を 失な ってい った.異 部 族 の呪術 師 と

の結 びつ きは,部 族 の領域 拡大 と密接 な関係 が あ

る.Muna　 Soraの 本拠 地,Gidasは,Gorowa

族 が マジ ョリテ ィーで はあ るが,西 は 南下 し た

Iraqw族 に,南 はDatoga族(Barabaiga支 族),

束はIrangi族,更 に近年,国 道にそ って北 上 し

て きたNyaturu族 がGidasへ 入 る脇道 に そ っ

て開拓村 を建 設 し,一 帯は複雑 な接触 領域 を形 成

してい る.Gidasに おいて,Muna　 Soraを 中心

とす る超 部族的共 同儀 礼が発 達す る由縁 は ここに

求め られ るのであ る.Iraqw族,Gorowa族,

Nyaturu族 な どの領域拡大 の結 果,共 生,混 住

地域が広 が り,部 族 間に頻繁 な往来 がお こ り,境

界領域 を中心に広 大 な共通 の社会 圏が形成 され て

きたのであ る,呪 術師は,部 族間 に障 壁 のあ った

時 代 とは異 な り,所 属部 族 の利害 を こえて,地 域

社会 に奉仕す る こ とが求 め られ,そ の存在理 由 も

変化 して きた.

一 般に ,呪 術師 は,人 間関係が 緊張 し,生 産活

動 の不安 定 な辺境地 域に おい て住民 か ら か け ら

れ る期 待 もつ よ く,存 在理 由 も 大 き い.実 際,

Haryambiク ランがGidasを 本拠地 に 定 めた の

は,Munaの 曾父Alitoの 代 であ った.そ れ ま

では,Gorowa族 の母村 であ るGrallapoに あ っ

て,Kwara山 麓一 円を 勢 力圏に お さめ ていた に

す ぎない.Alitoは,Gorowa族 の領域 拡大 に し

たが って,辺 境に移住 した のであ る.Nade　 Bea

も長い 間,Mamaisaraに とどまっていたが,晩

年,や は りMandaク ラン 発 祥 の 地 を 去 っ て

Masagalodaに 移 住 した.こ うした 呪術師 が 本

拠地 を移動 させた理 由は,表 面的 に は前住地 が 高

原 に位置 してお り,平 均気 温が低 く,長 老 の健康

がそ こなわれ たか らで あ り,ま た,財 産 として所

有 してい る沢山の家畜 を放 牧す る場所が な く,牛

乳や肉類を 獲保 で きな くな ったか らだ といわれ て

い るが,内 実,母 村 はすで に安定 してお り,貧 富

の差 もないが,将 来 の発展性 も乏 しく,儀 礼を 主

宰に して も呪薬 の代 償 として贈 られ る牛を集 め る

ことが で きな くな ったか らだ と解 釈 され る.し か

し,Mandaク ラン に とってはMamaisaraは 聖

地で あ り,ま た,Haryambiク ラン に と っ て
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はGallapoが 巡礼の 地である.Nade　 Beaは

Mamaisaraの 儀礼には輿に乗 って必ず 祭司をつ

とめたし,Muna　 SoraもGallopoで 祖先祭祀を

行なっている.Nad　 eBeaは1967年 に没 し,現

在はその直系子孫に祭司権は移譲されたが,拠 点

はますます,外 延の地に移動す る形勢にあ り,呪

術師の地域社会への適応は,領 域拡大の著 しい部

族に特にあ らわれた ことに注 目す る必要があると

思 う29.
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